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原
始
古
代
部
会
は
、
昭
和

 
54 

 
（
１
９
７

９
）
年
発
行
の
玄
海
町
誌
、
昭
和

 
60 

 
（
１

９
８
５
）
年
発
行
の
大
島
村
史
、
平
成
９

（
１
９
９
７
）
年
発
行
の
宗
像
市
史
通

史
編
第
１
巻
を
基
礎
に
し
て
、
３
市
町

村
市
誌
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
も
の
、

存
在
は
知
ら
れ
て
は
い
た
が
具
体
的
内

容
が
わ
か
ら
な
い
も
の
、
発
掘
調
査
や

採
集
品
で
新
発
見
が
あ
っ
た
も
の
を
調

査
し
、
釣
川
流
域
、
神
湊
か
ら
鐘
崎
の
海

浜
部
、
大
島
・
地
島
を
含
め
た
合
併
後
の

宗
像
の
原
始
古
代
像
を
描
く
た
め
の
整

理
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 
 

   
 

合
併
後
の
宗
像
市
を
取
り
巻
く
歴
史

と
文
化
財
環
境
は
大
き
く
揺
れ
動
い
た 

 

10 

年
で
し
た
。 

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
出
土
品
は
、
昭

和

 

34 

（
１
９
５
９
）
年
６
月

 

27 

日
に
国
重

要
文
化
財
「
筑
前
国
宗
像
神
社
沖
津
宮

祭
祀
遺
跡
出
土
品
」
と
し
て
指
定
を
受

け
た
後
、
統
合
・
追
加
と
名
称
の
変
更
を

行
い
、
平
成

 

18 

（
２
０
０
６
）
年
６
月
９

日
付
け
で
国
宝
「
福
岡
県
宗
像
大
社
沖 

       

津
宮
祭
祀
遺
跡
」
出
土
品
約
５
万
１
千

点
、
重
要
文
化
財
「
伝
福
岡
県
宗
像
大
社

沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
」
出
土
品

 

44 

点
、
沖
ノ

島
祭
祀
遺
跡
第
１
次
か
ら
３
次
調
査
の

未
指
定
品
約
２
万
９
千
点
を
あ
わ
せ
た

約
８
万
点
も
の
出
土
品
が
国
宝
に
一
括

指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成

 

15 
 

（
２
０
０
３
）
年

 

12 

月

 

24 

日
の

宗
像
市
の
第
１
回
沖
ノ
島
世
界
遺
産
登

録
実
行
委
員
会
に
は
じ
ま
る
登
録
推
進

活
動
は
、
平
成

 

29 
 

（
２
０
１
７
）
年
７
月

９
日
に
『
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島

と
関
連
遺
産
群
』
は
世
界
遺
産
登
録
に

よ
り
結
実
し
ま
し
た
。 

     

田
熊
石
畑
遺
跡
は
、
か
つ
て
宗
像
高

等
女
学
校
の
敷
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

当
時
赴
任
し
て
い
た
田
中
幸
夫
氏
が
校

庭
拡
張
工
事
の
際
に
発
見
し
た
遺
跡
で

し
た
。
土
地
開
発
に
伴
う
事
前
の
発
掘

調
査
が
平
成

 

20 
 

（
２
０
０
８
）
年
４
月
か

ら
は
じ
ま
り
、
弥
生
時
代
の
複
数
の
墓

か
ら
武
器
形
青
銅
器

 

15 

本
が
出
土
す
る

な
ど
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
平
成

 

22 
 

（
２
０
１
０
）
年
２
月

 

22 

日

に
国
指
定
の
史
跡
と
な
り
、
平
成

 

26 
 

（
２

０
１
４
）
年
８
月

 

21 

日
に
は
発
掘
調
査

で
出
土
し
た
武
器
形
青
銅
器
な
ど
２
５

７
点
が
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。 

                  

大
島
御
嶽
山
山
頂
は
、
地
元
住
民
に

よ
り
種
々
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和

 

44 

（
１
９
６
９
）
か
ら
は

じ
ま
っ
た
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
第
三
次
調

査
の
大
島
現
地
調
査
で
金
銅
製
品
、
須

恵
器
を
採
集
し
、
昭
和

 

54 

（
１
９
７
９
）

年
発
行
の
『
宗
像 

沖
ノ
島
』
で
は
祭
祀

遺
跡
と
し
て
記
載
し
て
い
ま
す
。 

『「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関

連
遺
産
群
』
と
の
関
連
性
が
高
い
こ
と

か
ら
平
成

 

22 

（
２
０
１
０
）
年
に
発
掘
調

査
を
行
い
、
奈
良
三
彩
、
金
銅
製
品
、
滑

石
製
品
、
有
孔
土
器
な
ど
の
祭
祀
性
の

高
い
出
土
品
が
あ
り
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺

跡
の
半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀
期
の
５
号

遺
跡
や
露
天
祭
祀
期
の
１
号
遺
跡
の
出

土
品
に
共
通
す
る
こ
と
か
ら
両
地
で
共

通
す
る
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。 

                     

昭
和
前
半
期
の
で
き
ご
と
と
し
て
縄

文
時
代
の
上
八
貝
塚
（
出
土
し
た
土
器

は
北
部
九
州
縄
文
時
代
後
期
の
標
式
土

器
と
な
っ
て
い
ま
す
）、
弥
生
時
代
の
釣

川
遺
跡
（
現
在
で
は
古
墳
時
代
と
さ
れ

て
い
ま
す
）
の
発
見
や
「
い
せ
き
ん
ぐ
宗

像
」
公
園
の
敷
地
に
あ
っ
た
「
宗
像
郷
土

館
」
建
設
は
、
宗
像
の
歴
史
と
文
化
を
語

る
上
で
特
筆
で
き
ま
す
。 

昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
６
月
に
宗
像

高
等
女
学
校
に
赴
任
し
、
昭
和

 

14 

（
１
９

３
９
）
年
５
月
に
浮
羽
高
等
女
学
校
へ

異
動
し
た
田
中
幸
夫
氏
の
業
績
に
つ
い

て
は
、
宗
像
市
史
資
料
編
第
１
巻
の
８

７
８
頁
か
ら
８
９
０
頁
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
昭
和

 

11 

（
１
９
３
６
）
年

７
月
の
発
起
人
会
第
１
回
委
員
会
か
ら

合
併
か
ら

 

10 

年
の 

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡 

は
じ
め
に 宗

像
の
文
化
財 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
原
始
・
古
代
部
会
か
ら
～ 

田熊石畑遺跡から出土した武器型青銅器 

大島御嶽山遺跡から出土した滑石製品 

田
熊
石
畑
遺
跡 

大
島
御
嶽
山
遺
跡 

宗
像
郡
民
の
郷
土
愛
に 

支
え
ら
れ
た
宗
像
郷
土
館 

№1 

 



平成 30(2018)年 12 月 

 

 

は
じ
ま
っ
た
「
宗
像
郷
土
館
」
の
建
設
と

戦
後
の
混
乱
期
の
管
理
者
不
在
な
ど
を

起
因
と
し
た
廃
館
と
そ
の
後
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
氏
は
昭
和

 

54 
 

（
１
９
７

９
）
４
月
第

 
95 

号
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
と

歴
史
」
に
寄
せ
た
「
廃
墟
の
宗
像
郷
土
館
」

に
は
、
屋
根
に
穴
が
開
き
、
空
が
の
ぞ
く

鉄
筋
神
殿
造
り
の
姿
と
資
料
の
一
部
の

紛
失
や
宗
像
大
社
、
宗
像
高
校
、
九
州
歴

史
資
料
館
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
、
地
域

資
料
館
の
管
理
運
営
の
将
来
を
見
通
せ

な
か
っ
た
自
責
の
念
が
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 
   

昭
和

 

30 

年
代
に
国
が
推
進
し
た
列
島

規
模
の
大
型
土
地
開
発
は
、
宗
像
に
お

い
て
も
昭
和

 

38 
 

（
１
９
６
３
）
年

 

10 

月
の

福
岡
学
芸
大
学
（
現
福
岡
教
育
大
学
）
統

合
校
舎
の
起
工
式
以
後
、
日
の
里
、
自
由

ヶ
丘
へ
と
造
成
工
事
が
続
き
、
開
発
地

に
眠
る
文
化
財
は
消
滅
す
る
危
機
的
状

況
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
時
点
で
は
、
福
岡
県
に
お
け
る

文
化
財
保
護
体
制
は
十
分
で
は
な
く
、

記
録
保
存
の
た
め
の
調
査
主
体
は
大
学

を
中
心
と
す
る
調
査
会
組
織
に
委
ね
ら

れ
、
調
査
を
担
っ
た
の
は
宗
像
移
転
後

の
福
岡
教
育
大
学
で
し
た
。
日
の
里
団

地
の
開
発
に
伴
う
東
郷
遺
跡
群
の
発
掘

調
査
は
昭
和

 

41 

（
１
９
６
６
）
年
に
福
岡

県
史
跡
調
査
会
が
調
査
主
体
と
な
っ
て

は
じ
ま
り
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
大
学
、

高
校
、
中
学
校
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
福
岡
教
育
大
学
移
転
直
後
の
こ

と
で
も
あ
り
、
調
査
の
中
心
は
波
多
野

晥
三
氏
が
現
地
主
任
と
な
っ
て
お
り
、

地
元
宗
像
の
福
岡
教
育
大
学
学
生
が
主

力
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
    

東
郷
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
は
、
成
果

と
し
て
日
の
里
団
地
内
に
全
長

 

64 

ｍ
の

東
郷
高
塚
前
方
後
円
墳
（
宗
像
最
古
の

首
長
墳
）
を
現
状
の
ま
ま
保
存
す
る
こ

と
に
な
り
、
昭
和

 

42 

（
１
９
６
７
）
年
に

は
『
東
郷
遺
跡
群
』
と
い
う
報
告
書
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
成
果
は

後
の
田
熊
石
畑
遺
跡
の
史
跡
指
定
に
も

大
き
く
関
わ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

 
 

昭
和

 
46 
（
１
９
７
１
）
年
頃
に
は
考
古

学
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
歴
史
研
究
部
と

改
称
し
、
宗
像
町
三
郎
丸
古
墳
群
、
福
間

町
津
丸
・
久
末
古
墳
群
、
宗
像
町
城
ヶ
谷

古
墳
群
と
続
く
発
掘
調
査
を
主
導
し
、

調
査
か
ら
報
告
書
の
刊
行
ま
で
行
う
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
遺
跡

等
分
布
調
査
を
行
っ
て
遺
跡
の
発
見
や

遺
物
の
表
採
を
行
い
、
現
在
の
宗
像
市

遺
跡
等
分
布
地
図
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。 

    

宗
像
地
域
の
遺
跡
と
遺
物
が
文
献
の

上
に
現
わ
れ
る
の
は
近
世
初
期
（

 

17 

世

紀
は
じ
め
こ
ろ
）
で
す
。
貝
原
篤
信(

益

軒)

は
『
筑
前
続
諸
社
縁
起
奥
津
宮
御
事

略
書
』
の
中
で
、
黒
田
長
政
が
筑
前
を
治

め
て
い
た
時
期
、
博
多
に
あ
っ
た
切
支

丹
寺
の
人
を
遣
わ
し
て
、
沖
ノ
島
か
ら

「
金
の
機
物
其
余
、
女
工
の
具
」
を
取
っ

て
こ
さ
せ
た
が
、
異
変
が
起
こ
る
た
め
、

ふ
た
た
び
、
島
に
戻
し
た
と
記
し
て
お

り
、
宗
像
大
社
神
宝
館
所
蔵
の
伝
御
金

蔵
金
銅
織
機
一
式
が
そ
れ
に
あ
た
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

以
後
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
な
ど
に

は
宗
像
地
域
の
項
で
石
室
や
石
棺
な
ど

の
発
見
記
述
が
多
く
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

    

個
別
の
調
査
と
し
て
は
、
大
正

 

15 

（
１

９
２
６
）
年
に
柴
田
常
恵
・
島
田
寅
次
郎

に
よ
っ
て
宗
像
大
社
境
内
最
高
所
の
上

高
宮
古
墳
の
再
調
査
が
行
わ
れ
、
石
棺

の
図
や
遺
物
の
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
古
墳
は
慶
安
３
（
１
６
５
０)

年
、
こ
こ
に
社
殿
を
建
立
し
た
と
き
、1

基
の
箱
式
石
棺
が
発
見
さ
れ
、
内
部
か

ら
鏡
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
、
石
棺
は

も
と
の
よ
う
に
埋
め
戻
さ
れ
、
上
に
社

を
建
て
た
と
さ
れ
た
こ
と
が
『
宗
像
第

一
宮
御
造
営
記
録
』
、
『
筑
前
国
続
風
土

記
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

組
織
的
な
発
掘
調
査
は
、
昭
和

 

41 

（
１

９
６
６)

年
、
宗
像
町
東
郷
土
地
区
画
整

理
事
業
（
現
在
の
日
の
里
団
地
）
に
伴
う

東
郷
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
が
最
初
と
な

り
ま
す
。
当
時
は
文
化
財
の
調
査
を
組

織
と
し
て
大
学
が
主
体
と
な
っ
て
福
岡

県
史
跡
調
査
会
を
発
足
さ
せ
、
調
査
は

大
学
の
授
業
の
合
間
を
ぬ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

    

宗
像
市
が
独
自
に
文
化
財
調
査
を
行

う
こ
と
に
な
る
の
は
宗
像
市
制
施
行
直

後
の
昭
和

 

56 

（
１
９
８
１
）
年
５
月
に
文

化
財
の
発
掘
調
査
を
担
う
職
員
が
配
置

さ
れ
、
浦
谷
古
墳
群
（
現
在
の
自
由
ヶ
丘

中
学
校
）

 

47 

基
の
古
墳
と
窯
跡
が
調
査

さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
市
独
自
の
調
査
を

福
岡
県
教
育
委
員
会
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
数
々
の
大
型
開
発
に
伴
う
発
掘
調

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

    

今
日
あ
る
田
熊
石
畑
遺
跡
の
保
存
整

備
、
大
島
御
嶽
山
遺
跡
の
学
術
調
査
成

果
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
世
界
遺
産
登

録
は
こ
れ
ま
で
の
永
い
発
見
、
発
掘
調

査
の
歴
史
が
あ
っ
て
で
き
た
こ
と
で
あ

る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
い
ま
す
。 

 

（
原
始
・
古
代
部
会 

原
俊
一
） 

  

福
岡
教
育
大
学
と
文
化
財
調
査 

発
見
の
歴
史 

上
高
宮
古
墳
の
発
掘
調
査 

東
郷
遺
跡
群
の
発
掘
調
査 

宗
像
市
が
発
掘
調
査
を
担
う 

宗
像
の
文
化
財 

福
岡
教
育
大
学
歴
史
研
究
部 

考
古
学
班
と
文
化
財 


